
作を確認することができます。
③プレゼンテーション
　社会科見学のまとめや総合学習の発表などでは、プレゼ
ン用ソフトを使っています。１つのファイルをグループで
共有・編集できるのも特長です。模造紙や画用紙にまとめ
る学習は姿を消しつつあります。
④オンライン授業
　新型コロナなどによる長期間の欠席に対応するため、Ｔ
ｅａｍｓ（チームズ）というアプリを活用し、教室と家庭を
つないで授業を配信しています。
⑤アンケート
　Ｆｏｒｍｓ（フォームズ）というアプリで、アンケートや
調べものをタブレット端末に配信しています。このアプリ
を使うと自動集計ができるため、これまでより早く正確に
結果を把握できるようになりました。

　タブレット端末により、教育の形が大きく変わりつつあ
ります。ＩＣＴの充実により、子どもたちが生き生きと学
習に取り組むことができるように、新しい学びのあり方を
探究していきます。
ICTとは
　「Information and Communications Technology」の略
語で、日本語では情報通信技術という意味です。コンピュー
ターなどのデジタル機器と、通信ネットワークを活用し、
デジタル化された情報をやりとりする技術のことです。

市内小・中学校のＩＣＴ教育 

～タブレットを活用したさまざまな取り組み～
　文部科学省が推進する「Ｇ

ギ ガ
ＩＧＡスクール構想」では、子

どもたちを誰一人取り残すことなく、それぞれに合わせて
資質や能力を確実に育成できる、ＩＣＴ環境の実現を目指
しています。
　「１人１台端末は令和の学びのスタンダード」をスローガ
ンに、市では令和３年３月に全ての小中学生へタブレット
端末を配置し、全ての小・中学校で校内無線ＬＡＮを整備
しました。
　さまざまな用途で活用されているので、その例をいくつ
か紹介します。

①ドリル学習
　漢字練習はタッチペンで行います。漢字では「とめ」「は
ね」「はらい」「筆順」が違うと不正解になったり、算数や数
学では答えを間違えた問題を繰り返し学習できたりする機
能があります。
②カメラ機能
　アサガオなどの植物観察も、手描きからカメラ機能に移
行しつつあります。絵から写真に変わったことで、植物の
状態の変化や成長の過程が、より正確に記録できるように
なりました。体育の器械運動では、ビデオ機能で自分の動

　今号は広報うなかみ1999
年11月号を紹介します。表
紙は第88回御神幸祭の様子
を紹介しています。令和５年
に開催予定の第90回御神幸
祭に期待が高まります。
　特集記事では、自動車の
チャイルドシートの使用義務
化や運転中の携帯電話の使用
禁止に関する道路交通法の一
部が改正されたことを報じて
います。今では浸透している
ルールですが、このころに定
められたのですね。

平成11年の主な出来事
●ミレニアムカウントダウンが

世界中で行われる
●携帯電話の電話番号11桁化

旭市教育委員会

学びのひろば学びのひろば旭旭 vol.110 教育総務課（☎85-8617）
生涯学習課（☎85-8627）
体育振興課（☎64-1132）

　このコーナーでは過去の広報を紹介し、その時代を振り返ります。
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